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1. 解剖、組織摘出 

• 解剖、組織摘出後は迅速に凍結させる。 

• 化学固定は行わない。 

• 灌流は基本的に行わない。血液の影響が懸念される場合は生食で灌流するが、灌流

具合が結果に影響するので差が出ないよう注意する。 

• 周囲の脂肪組織や膜はできるだけ取り除く。作業に時間がかかる場合は氷上での迅

速な作業が望ましい。 

• 基本的に洗浄は不要。血液が多量に付着した場合などは軽く PBS で洗浄しても良い

が、しっかりと水気をワイプで吸い取る。凍結時に氷の結晶が付着しないように注

意する。 

2. 凍結 

• アルミボート（アルミホイルで自作可能）などに組織を置き、液体窒素や液体

窒素-イソペンタンなどに浮かせて急速に凍結させる。 

• 組織の形を整えて凍結させることが重要である。凍結させた時の形がそのまま



切片の形となるので、欲しい断面の方向などをよく考えて凍結させる。特にチ

ューブ内での凍結はチューブの形に湾曲して凍ってしまうので避ける。 

• ドライアイス上に乗せると緩慢凍結となり組織が損なわれるので避ける。パウ

ダードライアイス中は OK。 

3. 保管 

• 袋や容器に入れて−80℃で保管する。乾燥を避けるため密閉容器が望ましい。

スクリュータイプの蓋付き容器が理想。 

※空間に余裕のある容器の場合組織が割れていることがあるので、隙間が少ない容器が良い。 

参考: https://axel.as-1.co.jp/asone/d/8-1463-01/?cfrom=NA0057100 

• 移動の際はドライアイスか液体窒素を使用する。  

マウス脳冠状断面作成用サンプルの例 
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